
燃料取替用水タンク変形の調査結果について

口径：約３０ｃｍΦ
補強材の間隔：約１０ｃｍ
長さ ：約１８ｍ（内約１ｍの倒れ）

ダクトホースの倒れ

建屋内のダクトホースがたるん
でいた部分があった。

口径：約３０ｃｍΦ
補強材の間隔：約１５ｃｍ
長さ ：約２０ｍ
　　　（内約１８ｍ変形）
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＜仕様＞

容  量：１，４００ｍ３

高  さ ：約１７ｍ
直  径：約１１ｍ
板  厚：４～１３ｍｍ
材  質：ステンレス
設置目的：燃料の取り出し・装
荷時の水源および原子炉冷
却材喪失事故時の炉心・格納
容器内への注入・冷却用の水
源

補助建屋
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原子炉キャビティ 　燃料取替用水タンク

蒸気発生器

水位上昇

燃料取替用水タンク水抜き系統概要

タンク高さ約９ｍから約１３．５ｍの約４．５ｍ
の範囲（胴板５段目（肉厚6.0mm）と６段目
(肉厚5.0mm)）でほぼ全周にわたりタンク内
側に変形(最大約1.7m)

空気抜き管

水位上昇時に微量な放射性ガスがタンク上部の空気抜き管から外部に放
出する可能性があるため、下記のようなダクトホースを布設し、管理区域
で排気していた。

燃料取替用水タンク水位と空気の流れ

約10cm 約15cm補強材の間隔

損傷（開口）が確認された箇所

高さ　約13.5m
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幅　約4.5m

水位低下

目張り

ダクトホースが楕円形
につぶれていた

気体
　排出

水位上昇

原子炉

補助建屋

燃料取替用水タンクの変形状況


